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Abstract：This article aims to consider how happens the interchangeability of users and volunteers in the 
Neighbourhood House of Canada. Neighborhood House is originated of the settlement movement. They are a volunteer-
driven, community-service agency, their mission is to make neighbourhood a better place to live, focuses on to enable 
people to enhance their lives and strengthen their community. There are 14 Neighborhood Houses in Vancouver（2015.7） 
and it is practiced for satisfying the community needs. 
　A semi-structured interview was conducted and obtained data was analyzed by qualitative. As a result, a case of 
shifted from user to volunteer stuff is ① When they started Volunteer, they didn’t have a clear motive for volunteer, ②
As a help of part of daily life, and a case of shifted from volunteer stuff to user is ① Satisfying self-needs, ② liberation 
from role.





































カ ナ ダ Ｂ Ｃ 州 バ ン ク ー バ ー 市 に お け る ネ イ バ ー
フッドハウス研究の第一人者は、ブリティッシュコロ
ンビア大学の Miu Chu Yan 教授であるといえるⅱ。彼
は、トロント市のネイバーフッドハウスに勤務した経








fragmented community: Revitalizing settlement houses 
in the global era.”（Yan, 2004）、“Bridging newcomers 
in the neighbourhood scale : a study on settlement / 
integration roles and functions of Neighbourhood House 
in Vancouver. Final Report”（Yan, 2006）、 “ Social capital 
and ethno-cultural diverse immigrants: a canadian study 
on settlement house and social integration.”（Yan, M.C. & 
Lauer, S. 2008）、また、“Buiding Welcoming and Inclusive 









“Well, that’s the nature of neighbourhood house. 
Neighbourhood house basically they are looking at 
holistic, so they are trying to serve different age to 
them. Neighbourhood house is not for youth.  It’s not 
for elder.  It’s not for children, therefore everybody, but 
one thing we need to also be careful is neighbourhood 
is very responsive to community need and because of 
that each community have different need, alright, so 
that’s why each neighbourhood house will have slightly 
different programming.  Let’s say if you are in an area 
that with more elder age people then you can imagine 
the neighbourhood houses would have more senior 
programs. South Vancouver neighbourhood house is a 
good example, because they are very close to a more 
aging community, so that’s why they have more senior 
programs and I don’t think they have one childcare 
centre, but they have two senior service, so then you 
can imagine, because this is the population they serve. 
Like in Gordon, I don’t think Gordon have many children 
program.  They have a family place, but senior program 
tend to be their focus, because there is a very aging 
community. They don’t have too many children’s but 
if you say that you go to Ceder Cottage or even for 
FrogHollow, you see more children’s program, because 
it is a residential area with many small families. Small 
families tend to have more children’s so that’s why they 
provide more children’s program–adult program, so this 











Strangers Become Neighbours : Construction Citizenship 
Through Neghbourhood Community Development”
（Cavers et al, 2007）や“Cosmopolis Ⅱ : Mongrel Cities 













本研究では、2010 年 3 月 1 日（月）～ 3 月 15 日（月）








ウエストエンド地区（1019 Broughton Street Vancouver 
BC V6G 2A7）に位置し、1942 年にバンクーバー市ネ
イバーフッドハウス協会（ANHGV) によって正式に開
設された。本施設の開所時間は、月曜日から水曜日の
9 時～ 21 時まで、木曜日から土曜日は 9 時～ 16 時 30
分である。休館日は日曜日とパンフレットに書かれ
ているが、休館日も 17 時～ 19 時までの間、アルコー
ル依存症やドラッグの問題を抱えた自助グループや、
Ｂ Ｃ 州 精 神 保 健 お よ び 依 存 症 サ ー ビ ス（BC Mental 




京ディズニーランド 4 つ分）の規模である。2011 年
度の国勢調査によると、人口は 44,543 人であり、1971
年と比較すると 19％上昇している。居住者の年齢構
成 は、19 歳 以 下 が 6％、20 ～ 39 歳 が 48％、40 ～ 64
歳が 34％、65 歳以上が 13％であり、平均年齢は 37.4
歳である。世帯構成では、総世帯数 28,955 世帯のうち、
単独世帯が 59.1％を占める。また、世帯収入の中央値


































































GNH で は 3 ヶ 月 に 一 度、 パ ン フ レ ッ ト を 発 行
し て い る。2010 年 9 月 発 行 の パ ン フ レ ッ ト に よ る
と GNH の 事 業 は、 ① 一 般 的 な プ ロ グ ラ ム（General 























以上を対象）の助成が終わり、2015 年 8 月現在も実
施されていないことを付記しておく。）
表 2　サービス・プログラムの一覧












10 0 ～ 5 歳の子どもと養育者 P
クリエイティブ
プレイタイム
11 0 ～ 6 歳の子どもと養育者 P ファミリープレイス
12 5 ～ 10 歳の青少年 P アウトオブスクールケア
13 5 ～ 11 歳の青少年 P サマーデイキャンプ
14 8 ～ 11 歳の青少年 P ホームワーククラブ
15 9 ～ 12 歳の青少年 P プレティーンガールズ




17 15 ～ 30 歳まで P ユースサーチ（若年者雇用プログラム）








1 乳幼児（1.5 ～ 6 歳） 2
2 学齢期の児童・生徒（5 ～ 18 歳） 6
3 家族（子どもがいる家族） 3
4 若者（16～30歳、30歳以上） 2

















フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 方 法 に 関 し て は、 主 に 佐 藤
（2002a、2002b、2006）、 Ｒ . エ マ ー ソ ン（1998） の 文
献から学び、まとめ方については、P. ウイリス（1996）、






調査日時：2010 年 3 月 1 日（月）～ 3 月 15 日（月）、




では、10 代が 8.7％、20 ～ 30 代が 42.5％、40 ～ 50 代
が 17.3％、60 代以上が 30.4％である。出生地は、カナ
ダ出身者が 30.4％、カナダ出身以外の者が 69.6％であ
る。家族構成は、単独世帯が 47.8％、夫婦世帯（子あり）


















































22 シングルマザー P シングルマムズサポートグループ
23 12 ～ 36 ヶ月の子を養育する親 P マザーグースプログラム









































フが 2 人に対してボランティアは 3 ～ 4 人の配置、サ
マーデイキャンプⅷでは、1 名のスタッフに 6 ～ 8 名、











1 クリエイティブプレイタイム 2 名 3 ～ 4 名
2 ファミリープレイス 2 名 3 ～ 4 名
3 アウトオブスクールケア 2 名 3 ～ 4 名
4 サマーデイキャンプ 1 名 6 ～ 8 名
5 ホームワーククラブ 1 名 3 ～ 4 名
6 プレティーンガールズ 1 名 3 ～ 4 名
7 プレティーンユースグループプログラム 1 名 3 ～ 4 名
8 ユースサーチ 6 名 無
9 雇用プログラム 6 名 無








ラム 2 ～ 3
名、⑤シニ
アイベント
2 ～ 3 名
11 シングルマムズサポートグループ
無：YWCA　
職員 1 名 無
12 マザーグースプログラム
無：ファシリ













教員 1 名 無
16 ザ・ネスト 無：VCHA職員 4 名 1 ～ 2 名





























26 リサイクルストア 無 3 ～ 4 名

















類、火曜日は 16 種類、水曜日は 18 種類、木曜日は 15




水・金曜日の 9 ～ 12 時まで開催され、シニアプログ








ラブをみると、月・水曜日の 15 ～ 16 時は時間帯が重
なっている。アウトオブスクールケアは 5 ～ 10 歳、ホー





















利用することができ、木曜日に 9 ～ 12 時にコーヒー























こでは、表 5 の「b. サービス・プログラムの利用有、
ボランティア経験有」が検討の対象となり、その数は









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































チプログラム（15 歳から 30 歳までの若年者用の雇用































































a. サービス ･ プログラム
のみを利用 6 名 26% 4 名 2 名
b. サービス ･ プログラム
の利用有
　ボランティア経験有
11名 47.80% 1 名 10 名
c. サービス ･ プログラム
の利用無
　ボランティア経験有
5 名 21.70% 2 名 3 名
d. サービス ･ プログラム
を利用無
　ボランティア経験無




10 代 1 名 0 名
20 ～ 30 代 4 名 1 名
40 ～ 50 代 3 名 0 名
















































































































































































の時間帯は、12 ～ 14 時まででの 2 時間であるが、ボ
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女性 20 名 87％
男性 3 名 13％
施設利用のきっかけ
施設利用のきっかけ 人数 割合
通りがかり 5 名 21.7％
友人紹介 5 名 21.7％
Web サイトの募集を見て 3 名 13％
サービス・プログラム利用 3 名 13％
看板を見て 2 名 8.7％
その他
幼い頃、母に連れられて 1 名 4.3％
コミュニティセンターで知って 1 名 4.3％
大学の掲示板を見て 1 名 4.3％
不明 2 名 8.7％
年代構成
年代 人数 割合
10 代 2 名 8.7％
20 代 4 名 17.4％
30 代 6 名 26.1％
40 代 1 名 4.3％
50 代 3 名 13％
60 代 1 名 4.3％
70 代 4 名 17.4％




利用したことがある 18 名 78.3％






















有 15 名 65.2％
無 8 名 34.8％
家族構成
世帯 人数 割合
単独世帯 11 名 47.8％
夫婦世帯（子あり） 4 名 17.4％
夫婦世帯（子なし） 3 名 13％
同居世帯 3 名 13％
不明 2 名 8.7％
在住地
在住地 人数 割合
ウエストエンド地区 19 名 82.6％
イーストバンクーバー地区 1 名 4.3％
サウスバンクーバー地区 1 名 4.3％
キツラノ地区 1 名 4.3％
バンクーバーアイランド 1 名 4.3％
就業等の状況
就業等の状況 人数 割合








































4 Ｄ 女 80 フィリピン 単独 WestEnd
無職
（年金） 通りがかり 無 無（不用品の寄付） 2010/8/14

















7 Ｇ 女 20 日本 単独 WestEnd
学生
（ESL） 友人紹介 リサイクルストア 無 2010/8/20




（月 1） 無 2010/8/20





10 Ｊ 女 50 チェコ 不明 WestEnd 不明 不明 リサイクルストア
リサイクルストア
（毎週） 2010/8/20
















（年金） 不明 リサイクルストア 無 2010/8/20




















ス（月 2 回） 2010/8/21










17 Ｑ 女 10 カナダ 夫婦子 1 人
West
End 小学生 小学校から アウトオブスクール 無 2010/8/23




























































ⅰ 14 の ネ イ バ ー フ ッ ド ハ ウ ス は、Association of 




① Alexandra Neighbourhood House, ② Ceder Cottage 
Neighbourhood House, ③ Collingwood Neighbourhood 
House, ④ Downtown Eastside Neighbourhood House, 
⑤ Frog Hollow Neighbourhood House, ⑥ Gordon 
Neighbourhood House, ⑦ Kitsilano Neighbourhood House, 
⑧ Kiwassa Neighbourhood House, ⑨ Little Mountain 
Neighbourhood House, ⑩ North Shore Neighbourhood 
House, ⑪ Sasamat Neighbourhood House（キャンプ施設）,
⑫ Surrey-Oak Avenue Neighbourhood House, ⑬ South 
Burnaby Neighbourhood House, ⑭ South Vancouver 
Neighbourhood House
ⅱ 彼は、2004 年からブリティッシュコロンビア大学
の School of Social Work に 所 属 し、 研 究 活 動 を 行 っ
て い る。 彼 の 主 な 研 究 は、settlement and integration 
of immigrants and refugees, critical cross-cultural and 
antiracist practice, place-based community development 
and policy, globalization and social development, and 
































































ランティアスタッフとして活動している者は 7 名中 1
名であった。その理由は、ボランティアを「考えたこ
ともない」、「する時間がない」というもの、けれども、
最も筆者が注目をした出来事は、「スタッフが声をか
けていない」という点であった。スタッフの観点か
ら、ボランティアとして巻き込む人（Involvement）と
いうものを考えているのだろうか。そうしたことを含
め、今後も調査を行いたい。また、筆者は、ネイバー
フッドハウスのような施設を日本においても展開した
いと考えてきたが、日本は専門分化した施設展開であ
ること、利用者の中に「我々のコミュニティを創る」
という意識、参画するという行為の意味合いが、カナ
ダとは随分違うこと、そういった面で、日本における
ネイバーフッドハウスの展開については、困難さを感
じる。
